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� つなぎ（主体間、世代間）とひろがり（老若男女）の仕組みづくり
� 知識・知恵の蓄積とわかりやすい発信
� 協働のきっかけづくり
（例えば、行政職員等の専門家がひとりの住民として参加）

審議していただきたいテーマ

『流域治水の県民への普及と協働で取り組む方策について』

� 「しがの流域治水」とはそもそもどういう考えなのか？

� 誰が、誰に伝える（普及する）ものなのか、誰と誰が協働するものか？

� 県民ひとりひとりが水害のリスクを正しく認識し、自らも水害に対峙す
る覚悟を持ちながら、地域、市町、県、国がそれぞれの役割を果たし、
協働するためには、私たち（行政・専門家・住民）に
どのような努力が必要なのか？？

そこで、普及と協働で取り組むための活動・工夫
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1. しがの流域治水
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一定規模の洪水を河道内で安全に流下させる（氾濫する頻度を減らす）

【治水対策の目的】Ⅰ人々の命を守る
Ⅱ 床上浸水のような壊滅的な被害を防ぐ

■これまでの治水対策に加え、自助・共助・公助を組み合わせ、
ハード対策とソフト対策を連携し、対策を進める。

近年顕在化している課題
①河川整備の限界（気候変動，超過洪水）
②危機管理の限界（情報氾濫，経験不足）
③地域コミュニティの脆弱化

（水防組織の衰弱，少子高齢化）
④水害意識の低下（無関心，行政依存）

これまでの対策

これからの対策
（水害に対する危機管理）

最優先
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水害
防備林

霞堤
二線堤

輪中堤
嵩上げ

土地利用誘導

家の敷地を高くしたり、
周りを囲んだり、
すまい方の工夫。

家の敷地を高くしたり、
周りを囲んだり、
すまい方の工夫。

道路を少し高くするなど、
あふれた水が住宅地に流れ
込まないようにする工夫。

道路を少し高くするなど、
あふれた水が住宅地に流れ
込まないようにする工夫。

川からあふれ出す
流れを弱める工夫。

川からあふれ出す
流れを弱める工夫。

水がたまりやすい場所に、
危険を知らないままで人が
住まないようにする工夫。

水がたまりやすい場所に、
危険を知らないままで人が
住まないようにする工夫。

■ 市街化を回避、または、

■ （市街化しても）住まい方を工夫

市街化が

未進行

■確実な避難行動を確保

■（できれば）氾濫流を制御・誘導

市街化が

進行
（将来にわたり）

壊滅的な被害
の恐れがある範囲

堤防
強化

維持管理・河川整備
（改修・放水路・洪水調節施設など）

破堤を極力回避
する工夫

破堤を極力回避
する工夫

できるだけ川から
溢れないように

できるだけ川から
溢れないように

しがの流域治水
～河川管理と氾濫原管理～



5（彦根市HPより）

県が公表する浸水想定区域図を基に、避難場
所の水害安全度の確認や避難の経路、要援
護者の支援体制

地域の水害
について教
えてください。

子供の頃にはこの
地域でも大きな水
害があったが・・・

みんなで はやめ
に避難所へ

地域の川の水
害の歴史につ
いて調べてみま
した。

水害ってあん
がいみじかな
地域の問題な
んだね。

アクセス用
QRコード

しがの流域治水
～地域防災力の再生～

水位・雨量情報伝達

洪水ハザードマップ

水防訓練

避難訓練

水害体験の聞き取り・伝承

水害学習会
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滋賀県民宣言
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2. 知識・知恵の蓄積と発信
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知識・知恵の蓄積と発信
～気候変動の影響と水害リスクの評価～

出典）国土交通省HP全国のアメダス地点約1300箇所の、１時間降水量の年間延べ発生件数

1時間降水量50mm以上の降水の発生回数
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■100年後の降水量の変化が治水安全度に及ぼす影響

降水量の変化を予測すると、100年後には現在のおおむね1.1～1.3倍、
最大で1.5倍程度を見込むことが妥当

知識･知恵の蓄積と発信
～気候変動の影響と水害リスク評価～

降水量の変化によって、
現計画が目標としている治水安全度は著しく低下していく

出典）「地球温暖化に伴う気候変動が水関連災害に及ぼす影響について」H20.1 国土交通省資料
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２００４ 台風２３号

兵庫の円山川では、

堤防が切れるなど、

４１００haが浸水した。

２００４ 台風２３号

京都の由良川があふれ、

約３０名がバスの上で

助けをまった。

２００４ 台風２１号

三重県宮川村では、

７００mmを超える大雨が降り

土石流が発生。

２０００ 東海豪雨
新川などが決壊し、

川からあふれた洪水で

名古屋のまちが水浸しに。

２００２ 台風６号

岐阜県の大谷川があふれ、

むかし遊水地であった住宅街

が浸水。

２００４ 福井豪雨
福井の足羽川が決壊し、

市内が浸水。橋が流され、

交通網がマヒした。

知識・知恵の蓄積と発信
～滋賀県の周辺で発生した近年の水害被害～
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知識・知恵の蓄積と発信
～滋賀県の河川整備状況・見通しの公表～

■ 一級河川で10年確率の治水安全度を確保するには今後60年以上を必要
（残事業費6000億円/年間予算95億円（H9～H18の平均値）/年）
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※ほぼ１０年確率に相当

時間雨量50mm相当※以上の降雨に対応できる区間の延長

改修が必要な区間の延長
河川整備率＝ ×100

平成18年度末 55.1%
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流下能力図 （淀川水系祖父川）
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知識・知恵の蓄積と発信
～河川の安全度、約240河川を対象に実施～

� 県管理の主要河川（約240河川）で、最新の河道データを使って、流下能力
の実態を再調査。
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知識・知恵の蓄積と発信
～航空レーザー測量（平成18年度）を活用した評価（日本全国で実施）～

30年に一度程度発生すると想定されて
いる降雨に対応している区間

10～30年に一度程度発生すると想定
されている降雨に対応している区間

10年に一度程度発生すると想定されて
いる降雨に未対応の区間

：

：

：

凡

例
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� 長浜市洪水HMは、水防法に基づき、
� 姉川・高時川浸水想定区域図

� 琵琶湖浸水想定区域図

から作成。それ以外の河川は対象外。

� では着色がないところは安全か？

ハザードマップは安全マップ!?

米川などのはん濫により、市街
地で11戸が床上浸水、203戸が
床下浸水。

２００８．７．１８ 長浜での豪雨

� 長浜市洪水HMは、水防法に基づき、
� 姉川・高時川浸水想定区域図

� 琵琶湖浸水想定区域図

から作成。それ以外の河川は対象外。

� 無着色や黄色のエリアは安全か？


